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本日のアジェンダ
①AIとメディア・コンテンツビジネスの今 

②さまざまな課題とせめぎあい 
③進む訴訟によるルールメイク 
④ここでAIの進化状況をまとめます 

⑤現時点でのメディア産業の対応状況 
⑥世界モデル、AI記憶（ナレッジグラフ）、量子コンピューティング
で進化は加速 
⑦メディアやコンテンツの存在意義は？ 



©株式会社コンテンツジャパン　堀鉄彦　

①AIとメディア・コンテンツビジネスの今
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「2025年も」AIの年でした
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メディアの課題も、コンテンツビジネスの課題
も、ほぼAIがらみのモノ中心になっている昨今
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とはいえ、メディアは役割を失わないのでは
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現在のAIエコシステムにおけるメディア参加の意義

メディアが常に外部の「現実」をシステムに取り込み続けるため、AIは現実世界の変化に合わせて賢く
なり続ける。こうした価値に加えてAI時代ならではの価値を「メディアも」創出できればパートナーと
なり、場合によってはAIプラットフォームの一翼を担える？？
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②さまざまな課題とせめぎあい
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今抱えるさまざまな問題①無断利用と著作権



©株式会社コンテンツジャパン　堀鉄彦　

9月30日にSora2が公開ーー著作権的にかなり問題のある
サービスだった

https://openai.com/ja-JP/index/sora-2/
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一方、DisneyはDisney+内に生成AIサービス導入の意向
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今抱えるさまざまな問題②AI Over Viewによる収益低下
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ChatGPTが広告導入という報道も
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その他の課題　NotebookLMという新しい使われ方、そして契約
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③進む訴訟によるルールメイク
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焦点となる大合併訴訟の判決
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新たに米国で9つの新聞が訴訟

・ペイウォールや利用規約を無視し、
インターネットからスクレイピングさ
れた著作権のあるコンテンツをフィー
ドしてトレーニングしたことが著作権
法違反である。 
・ユーザーが元のニュースサイトを訪
問する必要性をなくしている 。 

・MicrosoftもOpenAIのこの行為に関与
している。 

・損害賠償: 100億ドル（約1.5兆円相当） 

を請求 
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独禁法訴訟をメディアや広告会社が起こす
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今抱えるさまざまな問題③ブラウザーのAI化
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④ここでAIの進化状況をまとめます
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今言われているAIの進化フェーズ

これに量子コンピュータの進化がからみ、金融やエネルギー問題なども複雑に影響し合う中
で国内／国際ルールが形成されつつ、AIの影響力の拡大が続く形か？ 

今のAIだけを見て対応策やルールを考えていてはまずいのでは？ 

メディアはどんな役割を担えるか？？ 
コンテンツ産業にははどのような可能性があるのか？？
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自律学習は、次々と実用化

https://newsroom.kddi.com/news/detail/kddi_nr-850_4231.html?utm_source=chatgpt.com
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AIエージェント導入＝判断の自動化
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⑤現時点でのメディア産業の対応状況
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New York Times
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出版社によるAI利用規約の例（Hachette）すべては権利と義務の明確化から──
デジタルファースト型契約でないと対応は難しそう
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AI企業との集団交渉の必要性高まる 
（News Media協会×Prorata）
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集団交渉の起点ともなりえるAIプラットフォーム取次
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「AI取引で勝ち続けるReddit」に学べること
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AIをも「読者」として意識するRedditのモデル

230億以上の投稿とコメント、10万以上の活発なコミュニティからなる「人間の対話のライブラリ」を売りにしつつ、AIにどう有益に
なるかという戦略明確に立てている 

Googleとの契約は60百万ドル、OpenAIとの契約は70百万ドルと報道されている。 

定額から「利用価値」に応じたダイナミックプライシングの仕組みへの契約転換の交渉をしており、成立すれば受け取り金額が2倍に
増える見込みという。 

AIボットクローリング時の支払い条件を記述するRSLの運用組織にも参加 

 

AI時代において、データの価値は、その量だけでなく、質、構造、そしてア
クセス性によって決定される。 
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⑥世界モデル、AI記憶（ナレッジグラフ）、量子コン
ピューティングで進化は加速 
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今言われているAIの進化フェーズ

これに量子コンピュータの進化がからみ、金融やエネルギー問題なども複雑に影響し合う中
で国内／国際ルールが形成されつつ、AIの影響力の拡大が続く形か？ 

今のAIだけを見て対応策やルールを考えていてはまずいのでは？ 

メディアはどんな役割を担えるか？？ 
コンテンツ産業にははどのような可能性があるのか？？
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環境をシミュレーションし行動予測してくれる「世界モデル」
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AI記憶拡張の未来「ナレッジグラフ」と連携で大進化
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メモリーと世界モデルの連携で起こること
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量子コンピューターが使われるようになるとさらにすごい
ことに
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⑦メディアやコンテンツの存在意義は
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信頼基盤としてメディアの存在意義は残る
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ひとつの方向はシミュレーション重視の編集部
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存在意義のひとつはAIのアルゴリズムへの対峙
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人間が主役であり続けるためにはコンテンツが必要
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技術プラットフォームの要素強化も必要ですが

この役割を果たせる存在はなんらかの形で残るはず
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ご清聴ありがとうございました


